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平成２４年１０月１２日 

各   位 

会 社 名  芝浦メカトロニクス株式会社 

代表者名  取締役社長 南 健治 

(コード番号 ６５９０ 東証第1部) 

問合せ先  取締役 経営管理本部長 

            道嶋 仁 

   (ＴＥＬ ０４５－８９７－２４２５) 

平成25年3月期 業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績の動向等を踏まえ、平成24年4月26日に公表しました業績予想について下記のとおり修

正いたしましたのでお知らせいたします。 
 
 

記 

 
１．平成25年3月期 連結業績予想の修正について 

(1)第２四半期連結累計期間（平成24年4月1日～平成24年9月30日） 

  (単位：百万円) 

 売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 
四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 18,000 100 100 0 0円00銭 

今回修正予想（Ｂ） 13,000 ▲500 ▲630 ▲1,840 ▲36円23銭 

増減額（Ｂ－Ａ） ▲5,000 ▲580 ▲730 ▲1,840 ― 

増減率（％） ▲27.8 ― ― ― ― 

（ご参考） 
前期第２四半期実績 22,048 83 116 67 1円37銭 

 
(2)通期（平成24年4月1日～平成25年3月31日） 

  (単位：百万円) 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 41,000 800 800 600 12円14銭 

今回修正予想（Ｂ） 34,000 200 100 ▲1,200 ▲24円29銭 

増減額（Ｂ－Ａ） ▲7,000 ▲600 ▲700 ▲1,800 ― 

増減率（％） ▲17.0 ▲75.0 ▲87.5 ― ― 

（ご参考） 
前期実績 39,359 ▲370 ▲133 ▲394 ▲7円98銭 
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(3)業績予想修正の理由 

液晶パネル業界は、大型パネル分野の最終需要低迷により設備投資が低調となりました。また、ス

マートフォン、タブレット用などの中小型およびタッチパネル分野も設備投資に慎重な動きが見られ

ました。半導体分野は、ＰＣ等の電子機器需要の低下による投資抑制や在庫過剰感からの設備投資の

先送りが見られました。このような状況のもと、利益率の改善と固定費の削減に取り組み改善が進み

ましたが、受注が第２四半期後半、特に 9月に集中したことにより売上高および利益が前回予想を下

回る見込みとなりましたので、第２四半期連結累計期間および通期の業績予想を修正いたします。 

  なお、四半期純利益には、平成24年9月5日に公表いたしました希望退職者募集に伴う特別加算金

等の特別損失額850百万円を織り込んでおります。 

 

（注）本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、発表日現在において入手可能な情 

報に基づき作成したものであり、実際の業績等は今後様々な要因によって予想数値と異なる場

合があります。 

 

以 上 


